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はじめに

この実施報告は、桑名市男女共同参画推進条例第10条の規定に基づき、桑名市が実

施した施策等の状況について報告をおこなうものです。

男女共同参画に関する施策を効果的に推進していくために、毎年度、施策の実施状

況について報告書を作成し、公表することによって、男女共同参画の推進状況を明ら

かにし、市民や事業者の皆様と協力・連携を図りながら、桑名市における男女共同参

画社会の実現に向けて取り組んでいきます。

実施報告書の構成

　①　「桑名市男女共同参画基本計画」計画の体系

　　　　男女共同参画の推進にあたっては、基本計画に基づき、３つの推進目標のも
      とに取り組みを進めています。

　②　桑名市男女共同参画審議会による評価・提言

　　　　桑名市男女共同参画審議会による令和２年度の各施策の取り組みの成果に対
      しての評価・提言を掲載しています。

　③　「桑名市男女共同参画基本計画」実施報告

　　　　令和２年度実施計画に対して、「事業総括」として推進目標別の取り組みと
      課題を掲載しています。
　　　　また「事業一覧」として「桑名市男女共同参画基本計画・実施計画」に掲げ
      る事業について、担当課に対してヒアリング等を行った上で、令和２年度の実
　　　施状況をとりまとめ掲載しています。
　　　　桑名市男女共同参画審議会では、この実施報告をもとに評価・提言につなげ
　　　ています。

（施策の実施状況等の公表）
第10条 市は、毎年度１回、基本計画による施策の実施状況について、報告書を作成し、

公表するものとする。
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推進目標 主要課題 施策の方向

１．桑名市男女共同参画基本計画の体系

①人権に対する正しい理解の促進

②困難を抱える方への支援策の充実

１  人権が尊重され、安心して
    生活できる施策の推進

　Ⅰ　みんなが力を
        発揮できる
        社会の実現
　　　 　【個人】

　Ⅱ　働きやすい
        社会の実現
         【職場】

２  教育・学習の充実

４  家庭や地域における
    男女共同参画の促進

①家庭における男女共同参画のための啓発

②地域活動への参加の促進

①男女共同参画を知り、正しく理解する啓発の強化

②男女共同参画についての調査・研究、情報提供

①学校等における男女共同参画教育の推進

②生涯を通じた学習機会の充実

４  男女共同参画の視点に立つ、
    地域の課題解決への取り組み

①地域における男女共同参画の促進

②防災・復興支援対策における男女共同参画の推進

①男女の均等な機会と待遇の確保の推進

②方針決定過程への女性の登用推進

③職業能力の開発や再就職への支援

④家族的経営における働きの評価と、仕事と生活の
   調和の促進

⑤女性活躍推進法の周知

⑥女性の起業及びキャリア形成への支援

２  就労の場における
    男女共同参画の促進

３  男女共同参画を阻む
    暴力の根絶

　Ⅲ　みんなが安心
        して生活できる
        社会の実現
         【地域社会】

２  健康づくりへの支援

①ドメスティック・バイオレンス、各種ハラスメント等の
   防止・啓発の推進

②相談体制、被害者救済体制の充実

１  男女共同参画への理解の深化

①生涯にわたる健康づくりへの支援

②妊娠、出産期等（産後も含む）における女性の
　 健康への支援

①柔軟な就労形態と働き方改革の推進

②仕事と家庭・地域生活との両立支援

③男女が働きやすい職場環境の整備

①審議会・委員会等への女性の登用の推進

②男女共同参画の視点に立った人材の育成・確保

１  男性中心型労働慣行の見直しと
    ワーク・ライフ・バランスの推進

３  政策・方針決定過程における
    男女共同参画の推進
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　全般的にコロナ禍にもかかわらず、目標に近づける試みをされてきたことがわかる結果
であることは評価できる。
　コロナ禍において活動制限はあるが、従来の方法にとらわれることなく、事業の実施に努
めていただきたい。

　啓発展示の実施方法について、掲示物の展示や紹介のみで終わることなく、市民の感
想・意見を掲示するコーナーの設置等、市民の方が他者の考え方を知り、自己の意見を
発信できる形式を取り入れることにより、「男女共同参画」についての考えをより深める機会
にしていただきたい。

　審議会等への女性登用について、それぞれの審議会等の現状と課題を今一度、丁寧に
把握し、女性参画比率の向上に努めていただきたい。

　男女の固定的な役割分担意識に関する理解度（「男は仕事、女は家庭」と思わな
い割合）は高いが、男女共同参画社会は理解や意識だけではなく、一人ひとりが行
動することで初めて推進される。それぞれの実情を把握し課題を見つけ対応するこ
とで、さらなる男女共同参画推進に努めていただきたい。

　ファミリーサポート事業は、大切な仕事と家庭生活の両立支援制度である。依頼
会員が増加傾向にあることに伴い、子育てを支援する援助会員が増加するよう、サ
ポート体制の構築やファミリーサポートセンターの取り組みの周知等に努めていた
だきたい。

　コロナ禍で、休園・休校の措置が取られた場合、主に母親が仕事を休まざるを得
ない現状がある。企業に対し、支援制度等の周知及び子育てと仕事の両立への理解
促進に努めていただきたい。

　コロナ禍での外出自粛や休園・休校、テレワーク等により、親子共に大きなスト
レスを抱えている。妊娠期・産後を含めた、親と子の心のケアにより一層努めてい
ただきたい。

　地域の防災活動において、女性の参画の必要性を感じる。避難所運営時の課題解
決については男性だけでなく、女性の視点が必要であることから、地域で活躍でき
る人材の育成や防災訓練等への女性の参画促進に向けた取り組みを進めていただき
たい。

２．桑名市男女共同参画審議会による評価・提言

評価・提言
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①　事業総括

②　事業一覧

　　　　３．桑名市男女共同参画基本計画実施報告

　Ⅰ みんなが力を発揮できる社会の実現【個人】

　Ⅱ 働きやすい社会の実現【職場】

　Ⅲ みんなが安心して生活できる社会の実現【地域社会】

5 



①事業総括

令和２年度実施計画に対する事業の報告

Ⅰ　みんなが力を発揮できる社会の実現【個人】

　「桑名市男女共同参画基本計画　令和２年度実施計画」に基づき実施されました推進目標

別実施事業の取り組み及び課題の概要については、以下のとおりです。

　令和２年度は、新型コロナウィルス感染症(以下、感染症）の影響により、様々な事業に

ついて規模の縮小や中止などの対応をせざるを得ない状況となりました。しかしながら、そ

のような状況の中でも創意工夫しながら各施策に取り組みました。

　映画上映会、講座等については、感染症の影響により中止となったものがありました。

対面形式での啓発活動が難しかったため、図書館等の他所属と連携し、イベント開催に併

せて啓発パネルの展示・パンフレットの配布等の事業を充実させ、男女共同参画への理解

を深める啓発や情報提供を行いました。また、学校教育や生涯学習を通じて市民の男女共

同参画意識を高めるよう、オンラインで講座等を開催し学習機会の充実に努めました。今

後も引き続き啓発方法や内容を工夫し、一人ひとりがお互いに認め合い、尊重し合う男女

共同参画意識の向上を図る必要があります。

　男女共同参画社会の実現のためには男女がともに政策・方針決定過程に参画し、それぞ

れの視点を反映させることが重要です。市の審議会等における女性登用率は令和２年度調

査で３１.０％であり、元年度に比べ０.３ポイントの微減となりました。今後も定期的に

調査を実施し、「附属機関等の設置及び運営に関する指針（平成２６年４月１日施行）」

に基づき女性の登用を働きかけ、女性の参画が進むよう取り組む必要があります。

　豊かな地域コミュニティを築くためには、男女がともに積極的に地域活動等に参画する

ことが重要です。感染症の影響により活動自体に参加することが難しい現状ではあります

が、コロナ後を見据え、地域活動への参加意識を高めることで男女共同参画につなげるた

め自治会等へ情報提供を行いました。

　今後も、一人ひとりが性別などの属性に関わらず、様々な場面においてそれぞれの個性

と能力を発揮できるよう啓発や働きかけ、取り組みを行う必要があります。

事業名 平成30年度 令和元年度 令和２年度

審議会等への女性参画比率の向上 30.4％ 31.3％ 31.0％
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Ⅱ　働きやすい社会の実現【職場】

Ⅲ　みんなが安心して生活できる社会の実現【地域社会】

　事業所に対し啓発資料の配布や内閣府からの情報提供を行うなど、働き方改革やワー

ク・ライフ・バランスの推進等につながる働きかけを行いました。併せて、共働き家庭等

に対し仕事と家庭生活の両立を支援するため、一時預かり事業、学童保育事業等を行って

います。

　また、結婚や出産を機に離職した女性や、コロナ禍における雇用の減少によって大きな

影響を受けた女性の再就職を支援するため、「女性の再就職・キャリアアップ応援セミ

ナー」(兼人材育成講座)をオンラインにて開催しました。仕事と育児・介護の両立、ワー

ク・ライフ・バランスの推進等、様々な内容の講座等を受講していただき、地域で活躍で

きる女性の能力開発や再就職、キャリア形成への支援を行いました。

　政策創造課が実施したアンケートでの男女の固定的な役割分担意識に関する理解度(｢男

は仕事、女は家庭｣と思わない割合)は８０.５％と理解も進んできましたが、引き続き男女

がともに力を発揮できる職場環境の整備が必要です。男女ともに働きやすい職場環境を整

備するため、企業訪問を積極的に実施するとともに、仕事と家庭の両立支援のための事業

の充実も図っています。

　今後も、事業所に対しワーク・ライフ・バランスの推進等の啓発を行うとともに、一人

ひとりのライフステージに合わせた多様な働き方の提案を行うなど、子育てや介護等をし

ながらも仕事を通じて自己実現が図られるような環境づくりに取り組む必要があります。

　各種相談事業を実施し、高齢者、障害のある方、子育て家庭等の困難や悩みを抱える方

への支援を行いました。感染症の影響により、相談内容の変化や件数の増減が見られまし

たが、必要とされる支援を確実に届けられるよう工夫しながら取り組みを行いました。ま

た、一人ひとりが健康の管理、保持、増進に取り組めるよう健康づくりに関する講座等の

開催や情報発信、女性の検診事業等を実施しました。

　ドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラスメント等は人権侵害行為であ

り、決して許される行為ではありません。内容や制度について周知啓発に努めるととも

に、市民一人ひとりが安心して暮らせる環境をつくるため、相談事業は最も優先すべき事

業のひとつとし、コロナ禍においても中断することなく、女性相談・人権相談事業を実施

しました。相談内容は複雑化・多様化しており、相談事業体制の充実とともに、関係機関

との連携による支援体制の充実を図る必要があります。

　防災・復興支援対策の取り組みでは、子育て家庭のニーズに配慮した災害時の備蓄物資

として、液体ミルク等の整備を行っています。男女共同参画の視点も含めたあらゆるニー

ズに配慮するなど、体制づくりの段階から女性が参画し、すべての人にやさしい防災体制

を築くことが重要です。

　今後も、一人ひとりの人権が尊重され、心身ともに健康で、安心して生活ができる地域

社会の体制づくりに取り組む必要があります。

そう思う
9.8%

そう思わない
80.5%

わからない
7.3%

無回答
2.4%

男女の固定的な役割分担意識に関する理解度
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②事業一覧

推進目標Ⅰ　みんなが力を発揮できる社会の実現【個人】

　主要課題１　男女共同参画への理解の深化

　　施策の方向①　男女共同参画を知り、正しく理解する啓発の強化

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

男女共同参画講演会・映画
上映会等の開催

男女共同参画推進事業として、
講演会・映画上映会等を開催す
る。

政策創造課

映画上映会は新型コロナウイルス感染症(以
下、感染症）の影響により中止とした。代
替として「人権フェスタ」内において男女
共同参画パネル展を実施した。
　日時：令和２年１２月５日（土）
　会場：ＮＴＮシティホールロビー

男女共同参画基本計画概要
版等の配布

男女共同参画基本計画概要版・
男女共同参画啓発冊子・男女共
同参画情報紙を窓口等に設置す
る。また講演会、講座開催時に
配布する。

政策創造課
政策創造課が行なった啓発展示等で基本計
画概要版等の啓発物品を配布した。

政策創造課
生涯学習･スポーツ課

(図書館）

小中高生のためのキャリア・ロールモデル
関連図書の紹介を行った。
　期間：７月３０日～９月２９日
　会場：中央図書館
　設置図書：約１００冊
「女性に対する暴力をなくす運動(パープル
リボン運動)」に関する啓発パネルの展示と
関連図書の紹介を行った。
　期間：１０月２９日～１１月２４日
　会場：中央図書館・ふるさと多度文学館
　　　　・長島輪中図書館
　貸出回数：４６回
男女共同参画に関するパネルの展示と関連
図書・ＤＶＤの紹介を行った。
　期間：２月４日～２月２３日
　会場：中央図書館
　貸出回数：８１回

人権センター

新規購入のものは、特集コーナーに掲示す
る等、多くの方にご利用いただけるようＰ
Ｒに心がけた。
　人権に関する視聴覚教材の貸出数
　　ＤＶＤ：６５本　図書：５２冊
　　ビデオ：２本

　　施策の方向②　男女共同参画についての調査・研究、情報提供

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

「広報くわな」に人権、男
女共同参画に関する記事を
掲載

テーマを設定し、男女共同参画
に関する啓発記事を「人権シ
リーズ」に掲載することにより
啓発を図る。

人権センター

広報くわな６月号の人権シリーズに「女性
と人権」をテーマに男女共同参画に関する
記事を掲載した。
　男女共同参画に関する記事の掲載回数
　　　　　　　　　　　　　　　：１回
　（テーマ：ジェンダーギャップ指数）

国・県・他自治体等からの
情報収集及び情報交換

内閣府、フレンテみえ等、国・
県・他自治体等からの男女共同
参画に関する情報の収集及び県
内市町との情報交換を行う。

政策創造課

フレンテみえ男女共同参画フォーラム等、
オンライン、書面にて研修・会議に出席し
た。県・他自治体等が実施する事業に参加
して内容等を学び、今後の事業の実施につ
なげていく。
　研修・会議出席回数：４回

男女共同参画情報紙の発行
男女共同参画情報紙を発行し、
市ホームページ等に掲載を行
う。

政策創造課

男女共同参画情報紙「花みずき」を発行。
市ホームページやタッチパネル業務案内に
掲載し、企業訪問等で配布した。
　発行回数：年１回（３月発行）
　内容：「未来に向かって進め、
　　　　　　　　　　桑名の高校生！」
　（テーマ：高校生の今考えていること
　　　　　　将来への展望）

視聴覚教材（ＤＶＤ、図書
等）の貸出し

男女共同参画・人権に関するＤ
ＶＤ・図書・ビデオの貸出しを
行い、男女共同参画・人権意識
の普及に努める。
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男女共同参画に関する情報
提供及び男女共同参画推進
事業等の周知

広報、市ホームページ、チラ
シ、メールマガジン等で男女共
同参画に関する情報提供及び開
催事業等の周知を図る。

政策創造課

広報、市ホームページを活用し、市が主催
する男女共同参画事業や、６/２３～６/２
９の男女共同参画週間等の周知を図った。
併せて、メールマガジンの配信を行った。
　広報･ホームページ掲載回数:各年１２回
　メールマガジン配信回数　 :　年１１回

　主要課題２　教育・学習の充実

　　施策の方向①　学校等における男女共同参画教育の推進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

教職員への研修講座の実施

校内研修や各種研修講座（「学
校経営特別講座｣「ＳＤＧｓ教
育｣「道徳授業づくり講座」
「人権教育講座」）の開催を通
じて、命の大切さや人権意識等
の向上を図る。

学校支援課
人権教育課

感染症拡大防止のため、オンラインで開催
できなかった道徳授業づくり講座、人権教
育講座は中止とした。
　｢学校経営特別講座｣参加者数:　１５２名
　｢SDGs,ESDに関わる講座｣参加者数:２７名

中学生キャリア教育推進事
業

市内中学校９校において、職場
体験実習をはじめ地域の職業従
事者へのインタビューなどを行
い、子どもたちが将来の夢を抱
き社会生活への展望を持つこと
をめざす。また「キャリアノー
トくわな」の「ふりかえりシー
ト」等を活用しながら、活動や
自身の学びを振り返ることで新
たな学習や生活への意欲つなげ
たり、将来の生き方を考えてい
く。

人権教育課

市内中学校において、各中学校の実態に応
じたキャリア教育に取り組んだ。地域の職
業従事者をゲストティーチャーとして迎
え、お話を伺ったり、地域の事業所を訪問
し、子どもたちがインタビューするなど、
自分の進路や将来について考える機会と
なった。今後も子どもたちのキャリアビ
ジョンを豊かなものにできるよう取り組
む。性別にとらわれない、それぞれの将来
の夢や職業観の育成につなげていく。

人権に関する作文・ポス
ター・標語の募集

人権意識の高揚をめざし、市内
全小中学生を対象に作文・ポス
ター・標語を募集し、児童生徒
が人権について考える機会を持
つ。また、標語については市の
ホームページや広報を通じ、広
く市民から募集を行う。

人権教育課

桑名市民（小中学生含む）に対し、市ホー
ムページや広報を活用し、幅広く作品を募
集した。市内のほとんどの学校から応募が
あり、性別にとらわれず自分らしさを大切
にする内容の作文やポスターが多くあっ
た。
　応募総数　　６，４７８点
　（内訳）作文　　２，８８１点
　　　　　ポスター１，２３２点
　　　　　標語　　２，３６５点

　　施策の方向②　生涯を通じた学習機会の充実

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

人権学習会の開催

学級・講座・サークル生を対象
に毎年１回人権学習会を開催す
る。その中で男女共同参画社会
実現についても触れる。

生涯学習･スポーツ課
(パブリックセンター)

学級・講座・サークル生を対象に人権学習
会を開催した。感染症対策により人数制限
を行った。
　日時：令和２年９月３０日（水）
　参加者数：５４名
　講師：髙井　宏和
　　　　（人権センター調査研究員）

　主要課題３　政策・方針決定過程における男女共同参画の推進

　　施策の方向①　審議会・委員会等への女性の登用の推進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

委員会等委員選任基準の
各課への通知（委員構成、
推薦依頼の見直し等）

各課の所管する委員会等の状況
調査をする際に、委員の選任基
準について併せて周知する。

総務課

４月１日時点の各課の所管する審議会・委
員会等の状況調査をするとともに、委員の
選任基準について周知徹底し、女性委員の
積極的登用を呼びかけ女性登用率の上昇に
つなげる取り組みを行った。しかし専門色
の強い分野の審議会・委員会等においては
構成員に女性が少ないなどの原因により、
女性登用率の上昇につなげることができな
い審議会・委員会等があった。
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審議会等への女性登用の
働きかけ

登用目標の設定や「桑名市附属
機関等の設置及び運営に関する
指針」に基づき具体的な取り組
みが行われるよう働きかけると
ともに、定期的に調査を行うな
ど、現状把握を行う。

政策創造課

市審議会等の女性登用率は、３１.０％（元
年度３１.３％）であり、登用率は微減と
なった。女性が参画していない審議会等の
件数は７件（元年度１０件）と改善され
た。今後も関係各課へ聞き取り等を行い、
女性登用を働きかける。

審議会等への女性参画比率
の向上

個々の審議会、各種委員会等の
委員登用について、男女がとも
に参画できるよう、登用目標に
向けそれぞれに働きかけを行
う。

関係各課

政策方針決定過程における男女共同参画を
図るため、市における審議会等の女性登用
に努めた。
　令和２年度の女性登用率：３１.０％

　　施策の方向②　男女共同参画の視点に立った人材の育成・確保

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

人材育成講座等の開催
男女共同参画を推進する人材を
育て、確保していくため人材育
成講座等を開催する。

政策創造課

「女性の再就職・キャリアアップ応援セミ
ナー」を(公財)三重県産業支援センター・
三重県と共催でオンライン形式にて開催し
た。仕事と育児・介護の両立、ワーク・ラ
イフ・バランスの推進、様々なスキルアッ
プ講座など男女共同参画・女性活躍推進に
ついて学んでいただき、職場・地域で活躍
できる人材育成に努めた。
　期間：１０月１日～１月２１日
　受講者数：延べ４５名

　主要課題４　家庭や地域における男女共同参画の促進

　　施策の方向①　家庭における男女共同参画のための啓発

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

男性の家事・育児等の参画促進
につなげるための講座を開催す
る。

政策創造課

男性講座は感染症の影響により中止とし
た。代替として中央図書館での男女共同参
画に関する展示時に、男性の家事育児・家
族での家事シェア特集コーナーを設けた。
三重県とも協力し「みえの育児男子プロ
ジェクト」に関する展示を実施した。
　　期間：２月４日～２月２３日
　　会場：中央図書館

家庭料理等を学習し、興味を
持ってもらうことで男性の家事
参画促進につなげる。
　「男の料理講座」

生涯学習･スポーツ課
(パブリックセンター)

料理をすることの楽しさや基本を学ぶ初心
者向けの講座を実施した。家庭における男
女共同参画の啓発につながった。感染症の
影響により受講生が減少、開催数も予定の
１０回から６回となった。
　「男の料理講座」（６回講座）
　　受講者数：　　　　　　７名
　　受講者平均出席率：８３.３％

ファミリータイムの開催

未就園児のパパや祖父母も含
み、遊びの場、交流の場とし
て、支援センター２ヵ所で月１
回開催する。また子育てに関す
る講座を開催する。

子ども未来課

感染症拡大防止のため４月～９月まで中
止。支援センター２か所にてファミリータ
イムを月１回開催。
　開催回数　：　１１回
　参加組数　：１０１組
　　　　　　　(うち男性参加組数１９組)
講座は１３回開催した。

　　施策の方向②　地域活動への参加の促進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

自治会等地域活動への男女
共同参画の推進

地域活動の情報提供を行うとと
もに、自治会、各種団体等に対
して男女共同参画・人権の啓発
と情報提供を行う。

地域コミュニティ課

関連するチラシなどをパンフレットラック
等に配置し情報提供に努めた。今後も、地
域活動への参加意識を徐々に高めていきた
い。

男性講座の開催
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推進目標Ⅱ　働きやすい社会の実現【職場】

　主要課題１ 男性中心型労働慣行の見直しとワーク･ライフ･バランスの推進

　　施策の方向①　柔軟な就労形態と働き方改革の推進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

国・県・他自治体からの
情報収集及び職員への啓発

国・県・他自治体からの情報収
集及び職員への啓発を行う。

人事課
国・県・他自治体からの情報収集に努め
た。また時差出勤勤務制度など職員に向け
啓発・利用促進を行った。

ノー残業デーの促進

残業削減等に関する取り組みと
してノー残業デーを設定し、毎
週水・金曜日の執務終了後庁内
の巡回を行う。

人事課
毎週水曜日、金曜日の業務終了後、庁内の
巡回を実施し、時間外削減に向けた取り組
みを行った。

　　施策の方向②　仕事と家庭・地域生活との両立支援

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

乳幼児一時預かり事業

一時預かり事業
　未就園児の保護者の緊急時や
　リフレッシュ等で、児童の保
　育を必要とする際の保育を実
　施する。
時間延長型保育・休日保育サー
ビス事業
　保護者の就労支援のため、通
　常の保育時間を超えて就労時
　間等にあわせて保育を実施す
　る。
病児保育事業
　急に子どもが病気の際、仕事
　を休めない保護者に代わって
　子どもを預かる乳幼児健康支
　援一時預かり事業を行う。

子ども未来課

一時預かり事業は公立施設では６か所で実
施。そのうち２か所は「余裕活用型一時預
かり」を行っており、うち１か所は商業施
設内にある子育て支援センターで行ってい
る。病児保育は２か所で実施しており、近
隣市町からの受け入れも行っている。その
他、延長保育や休日保育等、保護者の就労
形態に対応できるように、様々な保育サー
ビスを提供している。
　利用者数
　　一時預かり：１，８５７名
　　延長型保育：５，５５４名
　　休日保育：　　　１３１名
　　病児保育：　　　１９６名

ファミリーサポート事業

保育施設への送迎、保育終了
後、学童終了後等の預かり、他
の預かりや病児、緊急対応の預
かり等の援助活動を行う。育児
サポーター養成講座の開催や援
助会員の交流会等も実施する。

子ども未来課

ニーズは高く、依頼会員が増える傾向だが
援助会員の数は横ばい状態が続いている。
援助会員の確保が課題である。
　依頼会員：　　６３６名
　援助会員：　　１０３名
　両方会員：　　　２６名
　活動件数：２，２６９件

放課後児童対策事業
（学童保育）

共働き家庭等の児童が放課後安
心できる生活の場として、学童
保育所の需要は増加傾向であ
る。既存の設置場所では受け入
れが困難になりつつある学童保
育所について、必要に応じて施
設の増設や公共施設への移転整
備を行う。

子ども未来課

児童数の増加した地区へ施設の新設・移転
を行った。
　新設：　４か所
　移転：　１か所
　累計：３４か所

政策創造課

桑名市男女共同参画推進事業及び各種制度
の案内とともに、企業訪問を行った。
　訪問企業数：１１社
「多様で働きやすい職場づくり事業」を(公
財）三重県産業支援センター・三重県と共
催で実施した。
　事業参加企業：２１社

商工課

１０～５０人規模の事業所を対象に実施し
た企業訪問時に、ＣＳＲ（企業の社会的責
任）の冊子等を配布した。
　訪問企業数：９７社

職員への育児・介護休業
制度の周知

子育て支援、介護支援の観点か
ら職員へ市役所における育児休
業、介護休暇制度の周知に努め
る。

人事課

出産・育児・介護に関する休暇制度につい
て、職員に向け広く周知している。
　男性新規育休取得人数：      ２名
　男性新規育休取得対象人数：２３名
　男性育休取得率：         ８.７％

育児・介護休業制度の
周知、活用促進

市内事業所を訪問し、育児・介
護休業制度等の啓発パンフレッ
ト等を配布する。また、市ホー
ムページにより周知・啓発を行
う。
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政策創造課

桑名市男女共同参画推進事業及び各種制度
の案内とともに、企業訪問を行った。
　訪問企業数：１１社
「多様で働きやすい職場づくり事業」を(公
財）三重県産業支援センター・三重県と共
催で実施した。
　事業参加企業：２１社

商工課

１０～５０人規模の事業所を対象に実施し
た企業訪問時に、ＣＳＲ（企業の社会的責
任）の冊子等を配布した。
　訪問企業数：９７社

　　施策の方向③　男女が働きやすい職場環境の整備

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

事業所への男女共同参画に
関する情報提供

市内事業所を訪問し、事業者が
男女共同参画に取り組んでもら
えるよう、取り組み事例の紹介
など、理解の促進を図る。

政策創造課

桑名市男女共同参画推進事業及び各種制度
の案内とともに、企業訪問を行った。
　訪問企業数：１１社
「多様で働きやすい職場づくり事業」を(公
財）三重県産業支援センター・三重県と共
催で実施した。
　事業参加企業：２１社

　主要課題２　就労の場における男女共同参画の促進

　　施策の方向①　男女の均等な機会と待遇の確保の促進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

政策創造課

桑名市男女共同参画推進事業及び各種制度
の案内とともに、企業訪問を行った。
　訪問企業数：１１社
「多様で働きやすい職場づくり事業」を(公
財）三重県産業支援センター・三重県と共
催で実施した。
　事業参加企業：２１社

商工課

１０～５０人規模の事業所を対象に実施し
た企業訪問時に、ＣＳＲ（企業の社会的責
任）の冊子等を配布した。
　訪問企業数：９７社

各種研修機関への職員派遣
男女を問わず幹部候補育成研修
等、各種研修機関へ職員を派遣
する。

人事課

職員の研修参加について性別に関係なく募
集を行い、積極的に自己啓発に努めるよう
働きかけた。
　派遣人数：　　６５名
　女性派遣人数：２０名

　　施策の方向②　方針決定過程への女性の登用推進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

市の管理職への女性登用
促進

男女双方の視点からの意思が反
映されるために施策の企画・立
案決定過程への女性職員の登用
に努める。

人事課
男女それぞれの立場に立った意志が反映で
きるような人材登用を継続して行った。
　市の女性管理職登用率：２２.２％

　　施策の方向③　職業能力の開発や再就職への支援

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

政策創造課

「女性の再就職・キャリアアップ応援セミ
ナー」を(公財)三重県産業支援センター・
三重県と共催でオンライン形式にて開催し
た。仕事と育児・介護の両立、ワーク・ラ
イフ・バランス推進、様々なスキルアップ
講座等を実施した。
　実績：再就職２名、キャリアアップ１名

商工課

窓口等に啓発チラシ、ハローワークの求人
情報を設置した。感染症の影響により厳し
い状況が続いているため、今後も情報提供
に努める。

事業所への啓発パンフレッ
ト等の配布

市内事業所を訪問し、ワーク・
ライフ・バランス等の啓発パン
フレット等を配布する。また、
市ホームページにおいて就業
者・事業者への制度や関係法令
等の周知・啓発を行う。

再就職等に関する情報提供

窓口等に再就職等に関するパン
フレット等を設置する。関係機
関と連携し、女性の多様な働き
方の提案や企業の求人等の再就
職に役立つ情報を提供する。

雇用機会均等法、労働基準
法等の周知

市内事業所を訪問し、雇用機会
均等法、労働関係法等の啓発パ
ンフレット等を配布する。ま
た、窓口に設置する。
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　　施策の方向④　家庭的経営における働きの評価と、仕事と生活の調和の促進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

家族経営協定の締結、農業
年金への加入促進

女性農業者の就労条件等の向上
を図るため、家族経営協定の締
結と、農業者年金への加入を呼
びかける。

農林水産課

窓口にパンフレットを設置するとともに、
研修会・総会時に資料を配布した。
　家族経営協定新規締結：０組
　年金新規加入：　　　　０名

家内労働法等の周知
窓口等に家内労働等の啓発チラ
シ等を設置する。

商工課
窓口等に啓発チラシを設置した。感染症の
影響により厳しい状況が続いているため、
今後も情報提供に努める。

　　施策の方向⑤　女性活躍推進法の周知

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

政策創造課

桑名市男女共同参画推進事業及び各種制度
の案内とともに、企業訪問を行った。
　訪問企業数：１１社
「多様で働きやすい職場づくり事業」を(公
財）三重県産業支援センター・三重県と共
催で実施した。
　事業参加企業：２１社

商工課

１０～５０人規模の事業所を対象に実施し
た企業訪問時に、ＣＳＲ（企業の社会的責
任）の冊子等を配布した。
　訪問企業数：９７社

　　施策の方向⑥　女性の起業及びキャリア形成への支援

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

女性活躍推進事業
市内企業・市内の様々な団体と
連携して、女性活躍推進の取り
組みを行う。

政策創造課

「女性の再就職・キャリアアップ応援セミ
ナー」を(公財)三重県産業支援センター・
三重県と共催でオンライン形式にて開催し
た。仕事と育児・介護の両立、ワーク・ラ
イフ・バランス推進、様々なスキルアップ
講座など男女共同参画・女性活躍推進につ
いて学んでいただき、職場・地域で活躍で
きる人材育成に努めた。
　期間：１０月１日～１月２１日
　受講者数：延べ４５名

女性の職業生活における
活躍の推進に関する法律
の周知

市内事業所を訪問し、女性の職
業生活における活躍の推進に関
する法律の周知を行う。
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推進目標Ⅲ　みんなが安心して生活できる社会の実現【地域社会】

　主要課題１　人権が尊重され、安心して生活できる施策の推進

　　施策の方向①　人権に対する正しい理解の促進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

人権フェスタの開催（人権
を考える意見発表会含む）

すべての人の人権が尊重される
豊かな社会の実現をめざして人
権フェスタを開催し、人権問題
に関する講演会や様々な啓発活
動を実施する。

人権センター
人権教育課

感染症拡大防止の観点から規模を縮小して
「人権フェスタinくわな」「人権を考える
意見発表会」等を開催したが、多くの来場
があった。意見発表会では、性別にとらわ
れず自分らしさを大切にする内容の発表が
なされた。
　日時：令和２年１２月５日（土）
　会場：ＮＴＮシティホール
　人権講演会
　　講師:阿波木偶箱まわし保存会の皆さん
　　演題｢人権文化を考える
　　　　　～福を運んだ人形まわし～｣
　　　　　（来場者数：３２４名）
　人権を考える意見発表会
　　　　　（来場者数：１２１名）
　総参加者数：４８４名

啓発冊子「なかま」を作成
し、イベント等で配布

小中学生や市民の応募による、
人権に関する作文・ポスター・
標語を集録した冊子「なかま」
を作成し、市内各小中学校及び
公共施設の窓口やイベント等で
配布し、人権について広く市民
に啓発する。

人権教育課

人権フェスタの規模縮小により、例年より
配布数は減少した。小中学校及び公共施設
やイベント等で配布を行った。多くの人に
読んでもらえるような配布方法を工夫しな
がら、今後もさらなる活用と啓発をめざ
す。
　配布数：８００冊
　（内訳）小中学校　　　　１９０冊
　　　　　公共施設　　　　　４８冊
　　　　　人権フェスタ　　４８４冊
　　　　　街頭・窓口啓発　　７８冊

　　施策の方向②　困難を抱える方への支援策の充実

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

手話通訳等設置、派遣事業

聴覚障害者等を対象に、日常生
活や社会生活の場でコミュニ
ケーションが円滑に行なわれる
よう手話通訳者・要約筆記者を
派遣するとともに、手話通訳員
を窓口に設置する。

障害福祉課

聴覚障害者等とのコミュニケーションの円
滑化のため、派遣依頼に基づき手話通訳奉
仕員、要約筆記奉仕員の派遣を行ってい
る。市役所内外において各種手続きや相談
などに寄与している。
　手話窓口対応件数：　　　２００件
　手話通訳者派遣人数：延べ２８９名
　要約筆記者派遣人数：延べ　４１名

地域包括支援相談事業

地域包括支援相談員が、ニーズ
調査の「閉じこもりリスクのあ
る高齢者」該当者や、ひとり暮
らし高齢者や高齢者世帯等を訪
問し、生活や介護等による悩み
相談を聞き、必要に応じて福
祉・介護サービスが受けられる
よう関係機関と連絡調整を行
う。

介護高齢課

地域包括支援相談員が、ニーズ調査の「閉
じこもりリスクのある高齢者」該当者や、
ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯等を訪問
し、生活や介護等による悩み相談を聞き、
必要に応じて福祉・介護サービスが受けら
れるよう、地域包括支援センター職員や民
生委員の方等と連絡調整を行った。感染症
の影響により訪問回数が減少したが、地域
包括センターに相談員を順次配置し、リス
クが高い高齢者への支援を行っている。
　延べ訪問件数：９３４件

障害者相談事業

障害者のあらゆる相談に応じ、
アドバイスを行う。
①障害者総合相談支援センター
　そういん（委託）
②障害者総合相談支援センター
　くわな（委託）
③桑名市社協障害者相談支援セ
　ンター（委託）
④精神障害者家族相談（委託）

障害福祉課

各機関において、障害者の生活全般等に関
する相談を行った。また精神障害者及びそ
の家族の相談を行った。相談件数は増加傾
向である。
　相談件数
　①：１０，３１９件　②：１，３２１件
　③：　　　１４２件　④：　　２３３件
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育児相談事業

妊産婦や乳幼児の保護者に対し
て保健師・管理栄養士による育
児相談・離乳食相談等を実施す
る。

子育て支援課

広報や子育て情報のメールマガジンなどで
育児相談事業の案内を実施して、定期的に
開催した。感染症防止のため予約制を導入
した。
　開催回数：　１７回
　相談件数：３７６件

子ども総合相談センター
事業

子どもの総合相談（発達検査を
伴うもの）や１８歳までの子ど
もに関するあらゆる相談に対応
する。また障害児福祉サービス
の相談にも対応する。
　電話相談、面接相談（随時）

子育て支援課

発達検査の増加に伴い、申し込みから実施
まで、相当な期間を要している。また、外
国人の相談者が増加している。
　・子どもの総合相談件数：　　５７５件
　・電話相談、面接相談
         　　　 新規相談件数：６３９件
　・障害児福祉サービス相談件数
　　　　　　　　　　　　：１，１６２件

教育相談

市内の幼児・児童・生徒及び保
護者の教育上の悩みについて積
極的に相談に応じる。
　臨床心理士･特別支援教育士･
　認定臨床心理療法士による
　面接相談

学校支援課

昨年度から予約枠数を約１.３倍に増加した
ことにより、相談者のニーズに速やかに対
応することができた。
　相談件数：３６６件
　　内訳
　　臨床心理士による面談相談
                      ：１２５件
　　特別支援教育士による面談相談
　                    ：　８４件
　　認定臨床心理療法士による面談相談
                      ：１５７件

健康相談事業
地域活動の中で、保健師、管理
栄養士等が健康相談・栄養相談
を実施する。

保健医療課
市内全地区（２３地区）で実施した。感染
症の影響で中止となった事業があった。
　相談件数：２６９件

くわな健康・医療相談ダイ
ヤル２４

健康・医療・介護・育児・医療
機関情報についての２４時間年
中無休の電話相談サービスを行
う。

保健医療課

電話相談サービスの委託契約を行い、市民
に対しての２４時間の相談体制を確保し、
サービスを提供した。
　相談件数：６，７５７件

　主要課題２　健康づくりへの支援

　　施策の方向①　生涯にわたる健康づくりへの支援

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

健康に関する各種教室の
開催

市民の健康づくりのための各種
教室を開催する。

保健医療課

テーマは昨今の情勢に合わせて設定し、実
施した。感染症の影響で中止となった事業
があった。
　健診結果説明会　　：　　　　３回
　　　　　　参加者数：　　　２３名
　メンタルパートナー養成講座：１回
　　　　　　参加者数：　　　２１名
　こころの健康づくり講座：　　１回
　　　　　　参加者数：　　　１８名
　各地での講話等　　：　　　６２回
　　　　　　参加者数：１，１７３名

広報くわなに健康づくりに
関する記事を掲載

健康づくりに関する各相談事業
や教室に関する記事を「広報く
わな」の「すこやか情報局」に
掲載することにより、啓発及び
情報提供を図る。

保健医療課

教室・講演会参加者は高齢者が多く、広報
を見て参加したという方も多いので今後も
継続していく。
　掲載内容：各種教室・講演会、
　　　　　　健(検)診、予防接種等
　掲載回数：１２回

女性の検診事業の充実
女性の健康づくりのため、乳が
ん検診・子宮がん検診等を実施
する。

保健医療課

感染症の影響による受診控えもなく、概ね
計画通りであった。今後もがん検診の周知
啓発や受診しやすいような体制整備が必要
である。
　乳がん検診受診率：８.１％
　（２，３２４名／対象者２８，７３６名)
　子宮がん検診受診率：２８.８％
　（８，２８３名／対象者２８，７３６名)
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　　施策の方向②　妊娠、出産期等（産後も含む）における女性の健康への支援

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

妊婦一般健康診査の充実

安心・安全に妊娠期を過ごし出
産ができるよう妊婦一般健康診
査（１４回助成）、産婦健診
（２回助成）を実施する。

子育て支援課

母子健康手帳交付時に助成券を交付。また
受診勧奨を実施。
　助成券交付人数：　　　　１，０１３名
　妊婦健診受診件数：延べ１１，５４９件
　産婦健診受診件数：延べ　１，４１６件

不妊治療費助成事業

不妊治療を行っている世帯の経
済的な負担の軽減を図ることに
よって、出生数の増加につなげ
る。
①コウノトリ支援事業(市単）
②特定不妊治療費助成事業(県)
③桑名市特定不妊治療費助成
　事業(県補助）
④桑名市一般不妊治療費助成
　事業

子ども未来課

不妊治療を受けている世帯の経済的な負担
の軽減を図り、出生率の増加につなげる。
　申請件数：４０５件
　　内訳①申請件数：１５０件
　　　　②申請件数：１９９件
　　　　③申請件数：　５３件
　　　　④申請件数：　　３件

　主要課題３　男女共同参画を阻む暴力の根絶

　　施策の方向①　ドメスティック・バイオレンス、各種ハラスメント等の防止・啓発の推進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

政策創造課

フレンテみえ相談事業案内をはじめ様々な
事業案内チラシを配布した。今後も設置、
掲示場所等を工夫し啓発を行う。
　配布部数：４６部
　　内訳：女性法律相談者４６名

人権センター
展示室等にＤＶ等女性問題についてのリー
フレット・ポスターを設置し、広く周知を
図った。

商工課

企業訪問時にＣＳＲ（企業の社会的責任）
の冊子等を配布した。１０～５０人規模の
事業所を対象に実施した。
　訪問企業数：９７社

子育て支援課

ポスターの掲示、リーフレットや「女性に
対する暴力をなくす運動」のポケット
ティッシュの窓口設置による啓発を行っ
た。

「女性に対する暴力をなく
す運動」の広報啓発

内閣府の「女性に対する暴力を
なくす運動(パープルリボン運
動）」（１１／１２～１１／２
５）のポスター等の掲示・配布
及び市ホームページへの掲載を
実施する。
パープルリボン運動の周知・啓
発のため、市内の図書館におい
て関連図書特集等を行う。

政策創造課
生涯学習･スポーツ課

(図書館）

「女性に対する暴力をなくす運動（パープ
ルリボン運動）」のポスターの掲示、チラ
シの配布等により啓発を行った。また１０
月２９日から１１月２４日まで中央図書
館・ふるさと多度文学館・長島輪中図書館
にて、フレンテみえが開催するパープルリ
ボン運動と連携し、啓発パネルの展示と関
連図書の紹介を行った。

　　施策の方向②　相談体制、被害者救済体制の充実

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

女性相談事業

ポスター掲示・パンフレット配
布等で相談窓口の周知を図る。
ＤＶ、離婚等の相談に随時対応
し、関係機関と連携を図る。

子育て支援課

女性相談員が随時相談に対応。必要に応じ
て関係機関と連携して支援を行う。ＤＶ被
害者支援事業と児童虐待対応との連携が今
後ますます求められるため、更なる充実が
必要である。
　相談件数：１，１８９件（新規１０７件)
　　　　　　　　　　（ＤＶ関係５１２
件）

女性弁護士による女性法律
相談

女性弁護士による女性法律相談
を実施する。（年１２回開催）

政策創造課

女性法律相談を毎月（年１２回：定員５名)
開催した。支援が必要な人に情報が届くよ
うに、関係所管と連携し事業を進めてい
く。
　相談者数：４６名
　申込者数：８４名

啓発資料の配布及びポス
ターの掲示

ＤＶ防止法、セクハラ防止等の
啓発チラシ等の配布及びポス
ターの掲示を行う。女性法律相
談時、イベント開催時、企業訪
問時及び窓口等で、啓発チラシ
や相談窓口一覧等の資料を配布
する。
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人権相談事業

人権センター職員が実施するＤ
Ｖやセクハラなどの随時相談及
び人権擁護委員による特設人権
相談を実施する。

人権センター

人権擁護委員による特設人権相談を桑名・
長島・多度で毎月１回計３２回実施した。
（感染症拡大防止のため４回中止）
市職員による人権相談は随時実施した。
　相談件数：６９件

桑名市要保護児童及びＤＶ
対策地域協議会

相談・支援体制を充実すべく実
務者会議を開催し、情報を共有
するとともに、関係機関との連
携を強化し、施策の展開を図
る。

子育て支援課

関係機関による代表者会議を年１回開催
し、児童虐待の情報共有を行った。また
ケースの進行管理についての協議会を年４
回開催した。
　会議・協議会開催回数：計５回

ＤＶ、ストーカー被害者へ
の支援措置

ＤＶ及びストーカー被害者保護
のため、警察等と連携し、関係
法律に基づいて必要な支援措置
を行う。

戸籍・住民登録課

支援措置が必要とされた場合には福祉事務
所、関係市町村等、関係機関と連絡をとり
ながら被害者保護のための措置を行ってい
る。

　主要課題４　男女共同参画の視点に立つ、地域の課題解決への取り組み

　　施策の方向①　地域における男女共同参画の促進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

性別に関わらず地域活動等
への参画を促す啓発

新しい地域コミュニティ組織の
形成に当たり、性別に関わらず
参画してもらえるよう、具体的
な設立手順や活動方法の一例を
示す設立ハンドブック等で啓発
を行う。

地域コミュニティ課

地域における話し合いの中で、女性への積
極的な声かけなどを明記した『新しい地域
コミュニティ組織「(仮称)まちづくり協議
会」設立ハンドブック[暫定版]』を配布
し、地域で活用いただいている。感染症の
影響もあり地域活動への参加自体が難しい
状況であったが、地域活動への参加意識を
徐々に高めていきたい。

民生委員・児童委員への男
女のバランスのとれた登用
推進

民生委員・児童委員を男女のバ
ランスがとれた委員構成にし、
男女双方の意見が反映できるよ
うに登用を働きかける。

福祉総務課

女性の委員数の割合が高いので今後も男性
女性のバランスのとれた委員構成に努めて
いく。
　民生委員・児童委員数：２５１名
　　　　　　内訳　男性：　８６名
　　　　　　　　　女性：１６５名

保護司会団体への積極的な
女性登用推進

保護司会団体へ女性を積極的に
登用するよう働きかける。

福祉総務課

女性保護司の人数がまだまだ少ない。今後
も積極的に女性保護司の登用を促進してい
く。
　保護司：４１名（内女性８名）

　　施策の方向②　防災・復興支援対策における男女共同参画の推進

事業名 事業内容 担当課 令和２年度実施事業概要

あらゆるニーズに配慮した
備蓄物資の整備

男女で異なるニーズや子育て家
庭等のニーズに配慮した備蓄物
資を整備する。

防災・危機管理課

大規模災害時の断水等により乳児用ミルク
を作れないことを想定し、液体ミルク、使
い捨て哺乳瓶を備蓄している。粉ミルクと
併せて公的備蓄必要量を満たす水準で１０
０％近くの備蓄ができている。

女性消防団員の育成事業

女性消防団員を確保するため、
各種媒体を活用し、女性団員の
募集を行うとともに、教育訓練
（応急手当の知識習得等）を実
施し、女性消防団員の育成を図
る。

消防本部

広報紙・市ホームページ等を利用して、女
性消防団員の募集を実施している。広報活
動の結果１名の新入団員を確保した。今後
もＰＲ方法・内容を工夫し団員確保に努め
る。
　女性消防団員数：１０名
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